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１．はじめに 

架橋から約 20 年が経過した離岸距離約 5km の耐候性鋼橋について，2015 年 10 月から 1 年間，右岸側の

下フランジ下面でガーゼ法による飛来塩分量調査を実施した．下フランジ下面に貼り付けたワッペン試験片

を 10 年経過時点で回収して腐食減耗量を測定・評価した．また，下フランジ下面の試験施工面の 2 年経過

時点並びに鋼床版張出桁と交差する U リブ下面の試験施工面について 1 年経過時点の測定・評価を行った． 

 

２．飛来塩分量調査 

 飛来塩分量の調査状況を写真-1 に，調査結果を図-1 に示す．橋軸方向および橋軸直角方向の飛来塩分量は

ともに 0.05mdd を超える値となった． 

 

 

３．ワッペン試験片の腐食減耗量 

  腐食減耗量を図-2 に示す．図中の上側の実線は，外観評点 3 で 100 年後に 0.5mm 程度の腐食減耗量を予

測した腐食予測曲線 1)である．10年経過時点の腐食減耗量(0.144mm)は，予測曲線の上側の値を超えており， 
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図-2 JIS 耐候性鋼の腐食予測曲線 1) 経過年数 

1 年経過時の腐食減耗量  0.018(mm)

写真-1 飛来塩分量の調査状況 
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図-1 飛来塩分量測定結果 

10 年経過時点(0.144mm) 
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腐食環境が厳しいため，下フランジ下面には保護性さびが生成されない 2)ことを示唆している. 

 

４．下フランジ下面の試験施工面 3) 

 試験施工面の状況を写真-2に示す.水準 1～6につい

て錆厚・膜厚測定，イオン透過抵抗測定，付着塩分量

測定を行った．各水準について初期値と 2 年経過時点

の測定値を比較検討するとともに，図-1 に示すように

飛来塩分量の値が 0.05mdd を超える厳しい腐食環境を

考慮すると，水準 1～4 を適用できる可能性は低いと

推察される．塗装仕様の水準 5(Rc-I 塗装)および水準

6(Rc-I 塗装＋水洗工法)については，塗膜に防食機能の

劣化は認められず，良好な状態を維持していた． 

3 年経過時点(2018 年 3 月)の各試験施工面の状態と周辺環境を踏まえて補修方法を決定する予定である． 

 

５．U リブ下面の試験施工面 3) 

 試験施工面の状況を写真-3に示す.水準 1～4につい

ても同様の測定を行った．図-3 に水準 4(Rc-Ⅱ塗装)

の付着塩分量を示す．塗装仕様の水準 2～4 の全てに

おいて，張出桁との交差部に近い測点で付着塩分量が

多く，測点③よりも測点④(河川本流側)の方が高い値

となった．これは，発生頻度が比較的高く，橋軸方向

とほぼ同じ方向から吹く北北東の風によって飛来する

塩分の影響と考えられる． 

2 年経過時点(2018 年 3 月)の各試験施工面の状態と 

周辺環境を踏まえて補修方法を決定する予定である． 
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図-3 付着塩分量測定結果(水準 4：Rc-Ⅱ塗装) 
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写真-3 U リブ下面の試験施工面の状況 

写真-2 下フランジ下面の試験施工面の状況 
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